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The moon rises in the west: shocking facts of the students of Naruto University of Education
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Abstract：The lecture science education of elementary schools  for the second grade students consists of 
5 classes; simulated classes on physics, chemistry, biology and geosciences and lecture class by incumbent 
elementary school teachers.  22 graduated students who had graduated from other universities and 111 
undergraduate students were divided into 2 and 8 groups, respectively, and 10 groups rotated among 5 classes. 
2 to 4 students gave simulated lectures and other students played pupils.  In geosciences, 10 groups gave 
simulated classes on the wax and wane, and then all attendants were examined on the examinations for junior 
high school entrance.  The average percentage of correct answers of graduated students scored 14.5% and those 
of undergraduate did 25.0% showing 10 points higher.  The percentage of 35 students in sciences yielded 21.4% 
showing worse score than those of humanities.  Half the students could not answer the wax and wane in Sydney, 
and believed that the moon rose in the west there. 
Keywords：wax and wane, simulated class, examinations for junior high school entrance, percentage of 
correct answers, humanities and sciences
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大学院担当 大学院受講 大学院合計 学部担当 学部受講 学部合計 全合計 正答率
人数 ５ １７ ２２ ２５ ８６ １１１ １３３
問題１
問１ ０ １ １ １５ ５０ ６５ ６６ ４９．６
問２ ４ ５ ９ ２４ ５５ ７９ ８８ ６６．２
問３ ０ ０ ０ ２ ４ ６ ６ ４．５
問題２
問１ ０ １ １ ４ １ ５ ６ ４．５
問２　図示 １ ０ １ ８ ２１ ２９ ３０ ２２．５
問２　理由 ０ ０ ０ ０ ２ ２ ２ １．５
問２　基準 ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０．８
問３ ３ ６ ９ １７ ３７ ５６ ６５ ４８．９
問４ ４ １１ １５ １６ ４３ ５９ ７４ ５５．６
問５ ２ ５ ７ ２３ ５６ ７９ ８６ ６４．９
問題３
問１ ０ ０ ０ ２ ２ ４ ４ ３．０
問２　時計廻 ０ ０ ０ １ １ ２ ２ １．５
問２　反時計廻 ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０．８
問題４
　　　計算 ０ ０ ０ １ １ ２ ２ １．５
平均点 ２．８ １．７ ２．０ ４．５ ３．２ ３．５ ３．３










































































理科学生 地学Ⅱ履修生 ７月８日 7月２７日
人数 １１ １１ ５ ５
問題１
問１ ３ ７ ０ ４
問２ ６ ９ ４ ３
問３ ２ １ ０ ０
問題２
問１ ０ ３ ０ ０
問２　図示 ５ ４ ２ １
問２　理由 １ １ １ ０
問２　基準 ０ １ ０ ０
問３ ５ ６ ２ ２
問４ ４ ６ １ ２
問５ ９ ９ ５ ３
問題３
問１ １ ２ ０ １
問２　時計廻 ０ １ ０ １
問２　反時計廻 ０ ０ ０ ０
問題４
　　　計算 ０ ０ ０ ０
平均点 ３．３ ４．５ ３．０ ３．４
正答率 ２３．６ ３２．１ ２１．４ ２４．３
167№３５
科実践高度化系５名，教職実践高度化系１３名であり，全
員が教員免許取得を目指す他大学学部卒業生であり，現
職教員はいない。
　大学院生２２名を２班の１１名に分け，授業担当班２名と
３名で模擬授業を実施した。問題１の俳句を取り上げた
班があり，与謝蕪村と作者名を説明したが，当該班の確
認テストでは授業担当班・受講班ともに正解者は０で
あった。別班の１名のみが正解で，２２名中１名の正答
率４．５％であった。与謝蕪村の名句は小学校で学習済と
思ったが，予想外の結果となった。
　授業担当班５名の平均点は２．８点（２０．０％），受講班
１７名の平均は１．７点（１２．１％），院生全体の平均は２．０点
（１４．３％）であった。最高点は４点（２８．６％）が４名，
最低点は０点が２名であった。
　日本とシドニーにおける月や太陽の見える方向を問う
た問題１の問２は９名（４０．９％），問題２の問５は７名
（３１．８％）であった。予想外に正解率が高かったのは，
問題２の問４のシドニーの月の出の問題であった。２２
名中１５名（６８．２％）が，月は東から昇ると答えた。
２．学部生
　学部生１１１名を８班に分け，授業担当班は３～４名で
模擬授業を実施した。授業担当班２５名の平均点は４．５点
（３２．１％），受講班８６名の平均は３．２点（２２．９％），学部
生全体の平均は３．５点（２５．０％）であった。最高点は８
点（５７．１％）が１名，最低点は０点が４名であった。ち
なみに，最高得点者は小学校国語科コースの女子学生で，
授業担当班であった。
　啓林館（２０２０a）の第６学年の理科の教科書に出て来
る与謝蕪村の名が書けたのは，授業班２５名中１５名
（６０．０％），受講班８６名中５０名（５８．１％），全１１１名中６５名
（５８．６％）であった。誤字による不正解は数名で，ほぼ
全員正解との予想を大きく裏切ってくれた。日本とシド
ニーにおける月や太陽の見える方向を問うた問題１の問
２は１１１名中７９名（７１．２％），問題２の問５は７９名（７１．２％）
と同じであった。予想外に正解率が低かったのは，問題
２の問４のシドニーの月の出の問題であった。月は東か
ら昇ると答えたのは，１１１名中５９名（５３．５％）であり，
約半数の学生が月は西から昇ると考えている。
　問題２の問２の月の動きを図示する解答で，東西を逆
に示した学生が４名いた。彼らは，中央が南・左を西・
右を東と明記したから，東西南北が図示できないことが
分かった。しかし，解答の多くは東西を明記しておらず，
方角を明記させれば，東西南北が理解できていない学生
はもっと増えたであろう。東西南北は全員分かっている
ことが前提であったので，方角の明記していない解答も，
左が東・右が西を前提として，採点した。
３．理科コース学生
　本学入試では，理科コース一括で１０名募集され，１年
次前期終了時に小学校・中学校のコースにほぼ半数ずつ
振り分けられる。全員，高校では理系のコースに属して
いた。理科コースの学生が「月の満ち欠け」について，
他コースの学生よりも正しく理解できているかを検討し
た。参考のために，今年度カリキュラム年次移行中で，２・
３年次生が履修する地学 IIの履修学生にも同じ確認テ
ストを課した。集計結果を表２に示す。
１）履修理科コース学生
　小学校理科教育コース５名と中学校理科教育コース６
名の計１１名に対し，７月８日確認テストを実施した。
　理科学生１１名の平均点は３．３点（２３．６％）であった。
これは，学部生の平均点３．５点（２５．１％）を下回り，大
学院・学部合計の平均点３．３点（２３．６％）と同じであった。
最高点は５点（３５．７％）が２名，最低点は２点（１４．３％）
が４名であった。全員，高校では理系のコースに属して
いたが，「月の満ち欠け」に関する基礎知識は，本学文
系学部生よりは劣っている。
２）地学Ⅱ履修理科コース学生
　小学校理科教育コース３年次生１名と中学校理科教育
コース２年次生５名・３年次生５名の計１１名に対し，７
月２７日に確認テストを実施した。中学校理科教育コー
ス２年次生５名は，７月８日初等理科教育論で同一問題
を解いているが，問題用紙を回収したこと及び再度同一
問題の試験をすると伝えなかったので，重複学生５名の
結果も併せて統計処理を行った。理科学生１１名の平均点
は４．５点（３２．１％）であった。最高点は１０点（７１．４％）
が１名，最低点は２点が１名であった。最高点は３年次
生であり，３年次生６名の平均は５．７点（４０．７％），最
低点は３点（２１．４％）が１名であった。なお，３年次
生の成績が良いのは，大学教育の成果というより，３年
次生には元々成績の良い学生が３名在籍しているためで
あろう。彼らの点数は，１０点・７点・６点であった。
３）重複学生
　中学校理科教育コース２年次生５名が７月８日と７月
２７日に，同一の確認テストを受けた。１回目の結果は，
平均３．０点（２１．４％）であり，２回目の平均点は３．４点
（２４．３％）と若干向上し，学部生の平均点程度となった。
２回試験をし，唯一向上したのは，問題１の問１の与謝
蕪村であり，正解は５名中０名から４名に向上した。ま
た，１名が問題３の月の裏側が見えない理由を述べるこ
とができるようになっていた。確認テストの解答の解説
を聞き，「あ～そうか」と思い出した与謝蕪村以外，再
度同じ問題が解けないということは，結果を導く原理を
理解・暗記するための基礎知識が不足していたのであろ
う。
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Ⅴ．考察
１．授業担当班と受講班の比較
　大学院の授業担当班と受講班の平均点は２．８点（２０．
０％）と１．７点（１２．１％），学部の授業担当班と受講班の
平均点は４．５点（３２．１％）と３．２点（２２．９％）であった。
両者を纏めると，授業担当班と受講班の平均点は４．２点
（３０．０％）と３．０点（２１．４％）であった。授業担当班の
方が受講班よりも平均点が１点高かったが，これは正答
数が１つ多いだけの差である。
　大学院生の授業担当班と受講班とで差があったのは，
問題１の問２の太陽と月の見える方向の問いであり，授
業担当班は４名（８０．０％）と受講班の正解人数は４名
（２３．５％）と５名（２９．４％）であった。しかし，これと
対応するシドニーでの見える方向を問うた問題２の問５
では，授業担当班と受講班の正解人数は２名（４０．０％）
と５名（２９．４％）であった。対になっている問題１の
問２と問題２の問５で，授業担当班の正解者数が半減し
ていることは，大前提となる第４学年の関連知識の理解
もなく模擬授業を行っており，模擬授業は教材研究とは
無関係のパフォーマンスと捉えているようだ。
　学部生の授業担当班と受講班とで差があったのは，大
学院生と同じく，問題１の問２であった。授業担当班と
受講班の正解者数は，２４名（９６．０％）と５５名（６４．０％）
であった。対になっている問題２の問５の授業担当班と
受講班の正解者数は，２３名（９２．０％）と５６名（６５．１％）
であり，授業担当班は第６学年の教科書（啓林館，
２０２０a）にある第４学年の復習項目についても目を届か
せていたようだ。
２．文系学生と理系学生の比較
　学部学生で，高校生の時に理系のコースにいた学生は，
算数数学科・理科・技術科教育コースの学生と考え，彼
らの平均点を調べた。なお，模擬授業班が２班にまたがっ
ているために，得点分布の表示は省略した。算数数学科
教育コースの学生１５名の平均は２．３点（１６．４％），理科
教育コース学生１１名の平均点は３．３点（２３．６％），技術科
教育コース学生９名の平均は３．７点（２６．４％）で，技術
科教育コースの学生の平均点が最も高く，学部生の平均
３．５点（２５．０％）を超えていた。理系全学生３５名の平均
点は３．０点（２１．４％）であり，学部生の平均より低く，
文系の学生の方が「月の満ち欠け」に関して，基礎学力
があることが分かった。国立大学出身の小学校教員には，
文系だから理科の指導は困難との言い訳は通用しないよ
うだ。
３．大学院生と学部生の比較
　大学院生の平均点は２．０点（１４．３％）であり，学部生
の平均点は３．５点（２５．０％）であり，団栗の背比べであ
るが，学部生の方の平均点が１０ポイント良かった。
　大学院生と学部生とで差が出たのは，問題１の問１与
謝蕪村で，大学院生の正解者と学部生正解者数は，１名
（４．５％）と６５名（５８．６％）であり，想定外の差となった。
同問２の大学院生の正解者と学部生正解者数は，９名
（４０．９％）と７９名（７１．２％）であった。問題２の問２図示・
問３・問５では，大学院生の正解者数は各々１名（４．
５％）・９名（４０．９％）・７名（３１．８％）であり，学部生
正解者数は各 ２々９名（２６．１％）・５６名（５０．５％）・７９名
（７１．２％）であった。逆に大学院生の正答者数が多かっ
たのは問題２の問４で，大学院生と学部生正解者数は，
１５名（６８．２％）と５９名（５３．２％）であった。大学院生
の７割は月は東から昇ると答え，学部生の５割は月は西
から昇ると答えた。
４．何故月が西から昇るのか？地動説と天動説
　学部生は，太陽と月の動きを半球儀（天動説）で教え
られてきたはずである。観察地が日本であることは暗黙
の了解で，「太陽と月は，東から昇り，南の空に傾き，
西に沈む。」と教えられた。この時に，南中と言う用語
を教わり，オーストラリアでは北中すると習った学部生
もいるだろう。
　学部生の７９名（７１．２％）は問題１問２の南中を答え，
７９名が問題２問５の北中を答えている。しかし，問４
の月が東から昇ると答えたのは５９名（５３．２％）であった。
一方，大学院生の南中の正解者は９名（４０．９％），北中
の正解者は７名（３１．８％）であったにも関わらず，月が
東から昇ると答えたのは１５名（６８．２％）であった。南
中と北中の正解率から，大学院生は天球儀上での太陽や
月の動きは理解しておらず，何故シドニーの月の出の方
向が問われたのかの出題意図も分からず，日常知に基づ
き単純に東と答えたのであろう。一方，学部生は，問題
２問３のシドニーの月の満ち欠けの問題を太陽・地球・
月の地動説の視点から，シドニーは下半球にあると考え
たであろう。そのため，天動説の視点である天球儀の下
半球にシドニーがあると考え，北半球の西に沈んだ太陽
と月が下半球の西から現れ，北の空に傾き，東に見えな
くなる。これが北半球の日の出に連続していると考えた
のかも知れない。
　天動説の視点である天球儀を用いて南半球の太陽や月
の動きを考えるには，天球儀の原理を知らずに丸暗記す
ると，南半球では太陽や月は西から昇ると答えてしまう。
天の北極が示されている天球儀を時計廻りに約４５度
（２３．４×２）回転させ，水平面を地表面とすれば南半球
での天球儀となり，太陽と月は東から昇り，北の空に傾
き，西の空に沈むことが分かる。このようなことを児童
に気付かせることで，児童は「分かった～」との達成感
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が得られる。そのためにも，学部生は中学校レベルの教
科内容を理解し，教材研究すべきであろう。
５．教材研究のない模擬授業は必要か？
　小学校の教科書がビジュアル化され，トピック中心に
なっているために，教科書の表面をなぞるだけの模擬授
業で学生は満足しているようだ。ここには，教材研究は
ない。何が教えるポイントなのかが分からないのが正直
なところなのだろう。「月の満ち欠け」以外の単元でも，
模擬授業内容に対して，「どうしてですか？」や「何故
ですか？」と問いかけても，正しい答えが帰って来た試
しがない。異なる単元でも，今回同様の中学校入試問題
を解かせると，授業班でも正答率は３割程度である。
　中学校の入試問題も単なる記憶を問う出題もあるが，
実験観察から考えさせる良問も多い。学生が，これらの
問題を解くことで，何が理解できていないのかが分かり，
授業でのポイントや何を理解するために実験観察を行う
のかが見えてくるであろう。理想的な学びの場を児童に
提供するのは大事であるが，その前に教員として，児童
から「どうして？」と問われた時に答えられる基礎学力
と教材研究の方法を身につけることが先決であろう。学
生が理科の中学校入試問題を解くことで，理科の単元構
成を俯瞰して見ることができるようになり，実り多い教
材研究に繋がるだろう。常に俯瞰して見ることができる
ことは，客観的に判断を下せることに通じ，自ら客観視
できる児童の育成にも繋がるだろう。
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